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１．はじめに  

公共工事において自然由来の重金属を含有する土壌・

岩石に遭遇する事例が増えている。重金属含有土壌の評

価方法としては溶出試験が現在最もポピュラーであるが、

実際の盛土浸透水に近い検液が得られるカラム試験も注

目されている。カラム試験では溶出試験を上回る濃度の重

金属が溶出することが報告されており１）２）、溶出試験で検

出されなかった項目も、カラム試験では高い濃度で検出さ

れる恐れがある。 
しかし、カラム試験には定められた方法はなく、蓄積され

たデータも少ない。そこで本研究では、自然由来重金属含

有土壌を用い、試料層厚や敷土条件を変えた実験を行

い、その溶出特性を比較した。 
 
２．試料及び実験方法  
２－１．実験材料 

試料は北海道内の工事現場から採取した掘削ずり２種

類（試料１、試料２）を、敷土は粘性土を使用した。実験材

料の溶出試験結果を表１に示す。溶出試験は２㎜以下の

風乾試料について実施し（環境庁告示第４６号に準拠）、ヒ

素、セレン、ｐH を測定した。ヒ素、セレンは水素化物発生

原子吸光法で、ｐＨはガラス電極法で測定した。 
表１ 試料の溶出試験結果 

 試料１ 試料２ 粘性土 

ヒ素[㎎/l] 0.012 0.032 <0.001 

セレン[㎎/l] 0.037 0.016 <0.002 

ｐH[－] 8.2 9.5 7.0 

 
２－２．実験方法 
（１）試料層厚を変えた実験 

実験に使用したのは内径５㎝、厚さ０.５㎝、底部に孔径

０.５㎝の穴が７個あるアクリル製のカラムである。そのカラム

に層厚が２㎝、４㎝になるよう試料１、２（２㎜以下）を充填

し、脱イオン水を２００ｍｌずつ通水して浸透水を得た。カラ

ムは試料１，２でそれぞれ２つずつ作成し、浸透水のヒ素、

セレンを測定した。試料１，２の充填条件を表２に示す。 
（２）敷土条件を変えた実験 

試料層厚が２㎝、４㎝のカラムに粘性土を用いて敷土１

㎝、覆土０.３㎝を設置し、（１）と同様の条件で浸透水を得

て、ヒ素及びセレンを測定した。敷土、覆土の充填条件を

表２に示す。 

表２ カラム充填条件 
 試料１ 試料２ 敷土 覆土 

含水比[％] 8.4 15.3 13.3 13.3 

乾燥密度[ｇ/㎝３] 1.44 1.47 0.95 1.02 

 
 
 
 
 
 
 
 

図１ カラム試験概要 
 
３．実験結果及び考察  
３－１．試料層厚による溶出特性の違い 

試料層厚による溶出特性の違いをみるため、試料１、２

で２㎝、４㎝のカラムを作成し、浸透水のヒ素及びセレンを

測定した。 
（１）ヒ素の溶出特性 

試料１の結果を図２に、試料２の結果を図３に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 試料層厚による溶出特性の違い（試料１,As） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３ 試料層厚による溶出特性の違い（試料２,As） 
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試料１、２ともに層厚が高くなると、ヒ素濃度も高くなる傾

向がある。また、通水量が増えても 
 
（２）セレンの溶出特性 

試料１の結果を図４に、試料２の結果を図５に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ 試料層厚による溶出特性の違い（試料１,Se） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５ 試料層厚による溶出特性の違い（試料２,Se） 
 
試料１、２ともに層厚が高くなると、セレン濃度も高くなる

傾向がある。どのケースも通水量２００ml で最高値を示し、

その後急激に濃度が低下する結果となった。 
 
３－２．敷土有無による溶出特性の違い 

実際の盛土では汚染土と地山の境界を明確にするた

め、敷土を設置する場合が多い。そこで、敷土として粘性

土を設置した際の浸透水のヒ素、セレンを測定した。 
（１）ヒ素の溶出特性 

試料１の結果を図６に、試料２の結果を図７に示す。 
試料１は敷土があることで、ヒ素濃度が大きく低下した。

一方、試料２は敷土があってもヒ素濃度がそれほど低下せ

ず、ばらつきも大きかった。ヒ素濃度が低下した原因のひと

つとして粘性土によるヒ素吸着と考えられるが、試料によっ

て低下の傾向が異なる結果となった。 
（２）セレンの溶出特性 

試料１の結果を図８に、試料２の結果を図９に示す。 
試料１、試料２ともに敷土が無い条件（３‐２（２））とほとん

ど変わらない結果となった。 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

図６ 敷土の有無による溶出特性の違い（試料１,As） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図７ 試料層厚による溶出特性の違い（試料２,As） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

図８ 敷土の有無による溶出特性の違い（試料１,Se） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図９ 敷土の有無による溶出特性の違い（試料２,Se） 
 
４．まとめ  

ヒ素、セレンともに層厚が高くなれば浸透液の濃度も高く

なる傾向がある。ヒ素は敷土の存在によって濃度が低下す

る傾向にあるが、試料によって低下の仕方は異なる。セレ

ンは敷土の有無によって浸透液の濃度に変化はない。 
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